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集
私たちの私たちの
まちのミライ設計図まちのミライ設計図

特

　多くの町民からの提言を踏まえ、総合計画審議会や庁内で策定作業多くの町民からの提言を踏まえ、総合計画審議会や庁内で策定作業
を行い、１月 28 日の町議会で議決を得て、第６期清水町総合計画がを行い、１月 28 日の町議会で議決を得て、第６期清水町総合計画が
完成しました。完成しました。
　　総合計画はまちづくりの方針を定める大切な計画です。総合計画はまちづくりの方針を定める大切な計画です。
　　まちの将来像「まちに気づく　まちを築く　とかち清水～想いをミまちの将来像「まちに気づく　まちを築く　とかち清水～想いをミ
ライに繋ぐまち～」、そう掲げるこの計画は、令和３年度から令和 12ライに繋ぐまち～」、そう掲げるこの計画は、令和３年度から令和 12
年度までの 10 年間の計画で本年４月からスタートします。年度までの 10 年間の計画で本年４月からスタートします。

 「10 年後の清水町をどのようなまちにしていきたいのか」、みんなの 「10 年後の清水町をどのようなまちにしていきたいのか」、みんなの
想いがぎっしり詰まった計画の概要をお知らせいたします。想いがぎっしり詰まった計画の概要をお知らせいたします。

　　
　　■ 問い合わせ先　企画課政策企画係（℡ 62-2114）■　　■ 問い合わせ先　企画課政策企画係（℡ 62-2114）■　　

御影こども園ひまわり組
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10
年
後
の
令
和
12
年
、
本
町
の
人
口
推

計
で
は
国
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
）
が
示
す
数
値
は
８
４
４
３
人
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
６
期
総
合
計
画
で

は
、
３
３
６
人
多
い
８
７
７
９
人
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
や
子
育
て
施
策
の
成
果
と

な
る
合
計
特
殊
出
生
率
を
、
現
在
の
１
・

４
３
か
ら
１・
６
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
を

目
標
に
、
転
入
転
出
な
ど
の
純
移
動
率
を
、

社
会
減
は
０・
５
倍
、
社
会
増
は
１・
５
倍

と
し
て
独
自
推
計
し
、
人
口
減
少
抑
制
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

第６期清水町総合計画を策定しました ！ 第６期清水町総合計画を策定しました ！ 

私たちの 私たちの 
特集特集

　　新総合計画が新総合計画が  
4 月からスタート　！
4 月からスタート　！

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

町
民
が
思
う
強
み
や
魅
力
は

交
通
ア
ク
セ
ス
・
景
観
・
食
な
ど

人
口
の
将
来
展
望
、

町
が
目
指
す
10
年
後
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
８
７
７
９
人

住
民
協
議
会
な
ど
町
民
の

意
見
・
要
望
か
ら
み
え
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
課
題

　
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
清
水
町
ま
ち

づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
町
の
強
み
に
つ

い
て
の
設
問
に
対
し
回
答
が
最
も
多
か
っ

た
の
が
「
立
地
と
交
通
ア
ク
セ
ス
」。

　

高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
や
国
道
38
号
・
国
道

２
７
４
号
が
通
っ
て
い
る
た
め
、
交
通
の

利
便
性
と
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
が
強
み

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
回
答
は
、「
豊
か
な
自
然
と
景

観
」「
食
と
農
業
」
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

日
高
山
脈
の
山
並
み
や
清
水
四
景
＋
１
な

ど
の
景
観
、
豊
富
な
農
産
物
と
新
鮮
な
乳

製
品
が
強
み
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
、
住
民
協
議
会

や
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
等
で
の
町
民
意
見
を

整
理
し
た
中
で
み
え
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
と
し
て
次
の
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
本
町
を
取
り
巻
く
社
会

状
況
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
や
意
見
等
を
踏

ま
え
、
ま
ち
の
ミ
ラ
イ
設
計
図
で
あ
る

「
第
６
期
清
水
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

強みを活かして課題を克服
持続可能なまちづくりを

長期的視点に立ち戦略的に
人口ビジョン、まちの強みや魅力、まちづくりの課題を分析

①
強
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

まちのミライ設計図まちのミライ設計図

■９，０６５人
◆８，８９３人

交通の要衝

■ 清水町人口ビジョン値 ■

■８，４８０人
◆７，９８４人

■７，８４４人
◆７，０３９人

■ 清水町の強みと魅力（まちづくりアンケート） ■

豊かな自然と景観

農業・畜産

食

子育て支援

イベント・観光・公園

農産加工と企業

商店街

文化・第九

アイスホッケー

その他

（人） ０ ４０２０ ６０ 12080 100

■８，７７９人
（１０年後の人口目標値）

 ◆８，４４３人
■８，１９４人
 ◆７，５３１人 ■７，５２９人

 ◆６，５８１人

９，３３８人
※２０２０．９．３０現在

（住民基本台帳）

令和２年
（２０20 年）

令和１２年
（2030 年）

令和２２年
（2040 年）

令和３２年
（2050 年）

■人口目標値

◆国立社会保障・
   人口問題研究所

　
多
数
あ
る
ま
ち
の
強
み
を
活
か
し
て
課

題
を
克
服
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
へ
向
け
た
生
活
の

向
上
と
し
て
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
充

実
、
医
療
体
制
の
整
備
、
雇
用
の
創
出

な
ど
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
も

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち

の
魅
力
を
共
有
し
、町
内
外
に
「
伝
え
る
」

で
は
な
く
「
伝
わ
る
」
情
報
発
信
力
を

向
上
さ
せ
る
。

②
小
さ
な
町
で
も
住
ん
で
い
て

　　満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

③
「
伝
わ
る
」
情
報
発
信
力
の
向
上

オーッオーッ
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指標

　
基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
目

標
（
基
本
理
念
）
や
、
ま
ち
の
将
来
像
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
基
本
理
念
は
次
の
３
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
強
み
を
活
か
し
て
課
題
を
克
服
す
る

②
小
さ
く
て
も
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
住
む
人
の
幸
福
感
を
増
や
す
。

③
モ
ノ
の
充
足
だ
け
で
は
な
く
心
の
豊
か
さ

を
形
成
す
る
。

　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
町
の
強
み
を
活

か
し
て
課
題
を
克
服
し
、
地
域
で
支
え
あ
う

満
足
感
の
高
い
町
を
築
く
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
て
い
ま
す
。

「まちに気づく　 まちを築く
 とかち清水」 ～ 想いをミライに繋ぐまち ～

■まちに気づく　
　まちの強みや郷土の誇りや魅力に、町
民が気づき可能性を信じる想い。
■まちを築く
　幸福感や満足感を増やし持続可能なま
ちづくりを実践すること。次世代へつなぐ

「今を築く」という想い。
■とかち清水
　交通の要衝、道東の玄関口である誇り
を持ち、魅力ある町となる想い。

■想いをミライに繋ぐまち　
　町民に多様な未来を描いてほしいという
想い、親しみやすさと言葉に力強さを持た
せるため、カタカナの「ミライ」で表現。

 Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ（持続可能な

開発目標）の略称で、２０１５年９月の国連サミッ

トで採択された２０３０年度までの長期的な国際社

会全体の開発目標です。　

　その内容は、貧困の解決・教育などの社会目標、

気候変動・エネルギーなどの環境目標、雇用・イ

ンフラ・生産などの経済目標に加え、不平等の解

決・ジェンダーの平等があげられています。

　総合計画の理念はＳＤＧｓの目指す目標と方向性

が同じであり、計画推進がＳＤＧｓの目標達成に資

すると考えます。

ＳＤＧｓ     　　　　　　と

 総合計画の関係性

（エスディージーズ）（エスディージーズ）

　　　　言葉に言葉に
込めた想い込めた想い

　　基本計画の体系

　
ま
ち
の
将
来
像
は
『
ま
ち
に
気
づ
く 

ま

ち
を
築
く 

と
か
ち
清
水 

～
想
い
を
ミ
ラ
イ

に
繋
ぐ
ま
ち
～
』
と
表
現
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
と
先
人
よ
り
培
わ
れ
た
歴

史
や
地
域
性
豊
か
な
資
源
を
尊
重
し
、
郷

土
愛
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
人
と
の
絆

や
心
の
つ
な
が
り
が
あ
ふ
れ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
を
築
く
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

３７項目

▼

施策【 １ 】

安全・安心に
暮らしつづける
まち

施策　【 ２ 】

健やかで
笑顔あふれる
まち

施策　【 ３ 】

学びから
生きる力を育む
まち

施策　【 ４ 】

地域資源と
産業を活かし
挑戦するまち

施策　【 ５ 】

快適で安らぎを
感じられる
住みよいまち

施策　【 ６ 】

多様な
つながりで
協働するまち

６つの施策分野

▼

　
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
で
示
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
達
成
に
向
け
た
６
つ
の

施
策
分
野
と
37
項
目
か
ら
成
り
立
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
連
携
・
補
完
し
合
う
施
策
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
よ
り
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　 　
総
合
計
画
は
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実

施
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第６期総合計画が目指すまちの将来像は
これまでも・これからも住み続けたいと思える町

▼
　　　　　　　　　　　　　　　　　実施計画

①協働による環境保全
・環境への学習の充実を図り環境保全意識を醸成する など

②ごみの減量・再資源化の推進
・効率的なリサイクル施設の運営と資源率の向上 など

③交通安全対策の推進
・地域と連携した町民参加型の交通安全の推進 など

④防犯対策の強化
・空き家等への対策
・「家庭」「学校」「地域」で連携した見守り体制の充実 など

⑤消防・救急体制の充実
・火災予防の徹底と住宅用火災警報器等の設置促進 など
⑥消費生活の安心
・被害の早期発見と迅速な救済対策　など

⑦災害に備える取組みの推進
・「自助」「共助」「公助」に基づいた自主防災組織の充実
・防災行政無線等あらゆる手段による確実な情報伝達 など

将来人口に関する考え方・まちの将来像

集
私たちの私たちの
まちのミライ設計図まちのミライ設計図

特

安全・安心に暮らしつづけるまち　　施策１

取組みの

指標

①健康寿命の延伸
・�町内医療機関と連携し、健康診査・各種検診の受診率向

上に努め、健診データから自らの健康状態を意識できるよ
う支援し、疾病予防や早期受診につなげた重症化予防 など

②高齢者福祉サービスの充実
・地域サロンや地域カフェの充実
・令和７年度を見据えた地域包括ケアシステムの構築 など

③障がい者（児）の生活の充実
・�障がい者（児）とその家族のライフステージを考え「地

域で暮らし続けられる」支援の実施 など

④安心のある生活への支援
・�世代や分野を越えた交流・参加・学びができる地域コミュ

ニティの創出　など

⑤切れ目ない子育て支援の充実
・�出産や子育て、教育へとライフステージに合わせた切れ

目ない支援の充実　など

健やかで笑顔あふれるまち　　施策２

取組みの

しみず保育所しみず保育所

防火フェスティバル防火フェスティバル（令和元年度）（令和元年度）

24.5%24.5%（令和元年度数値）（令和元年度数値）

【ごみの資源リサイクル率】【ごみの資源リサイクル率】

29.4%29.4%（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

【自主防災組織率】【自主防災組織率】
55.0%55.0%（令和２年度数値）（令和２年度数値）

60.5%60.5%（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

37.6%37.6%（令和元年度数値）（令和元年度数値）

【特定健診受診率】【特定健診受診率】

60.0%60.0%（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

1,700人1,700人（令和２年度数値）（令和２年度数値）

【介護予防教室参加者数】【介護予防教室参加者数】

2,400人2,400人（令和７年度目標値（令和７年度目標値））
↓↓
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集
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まちのミライ設計図まちのミライ設計図

特

指標

①地域とともに進める魅力ある教育の推進
・しみず「教育の四季」の指標の実践
・歴史や地域資源を活かした学習「十勝清水学」の実施
・少人数学級の推進や奨学金・義務教育の負担軽減 など

②高校振興の充実
・生徒の学習意欲を掻き立てる学習環境整備の支援
・保護者負担の軽減の支援 など

③文化芸術活動の推進
・文化団体やサークル活動への支援や第九文化の継承
・ふるさとの歴史を再発見し、郷土文化として継承する など

④スポーツ活動の推進
・�アイスホッケー教室など競技力向上に向けた支援や各種

スポーツの指導者の養成
・軽スポーツの普及の推進 など
⑤生涯学習の推進
・�身につけた知識や経験を活かし、まちづくりや地域活動

等に参画できる場の拡充 など

学びから生きる力を育むまち　　施策３

取組みの

指標

①農業の生産基盤整備と経営基盤強化
・�新規就農支援や後継者対策、就農希望者とのマッチング

機能強化等の労働力確保 　など

②地場産品の振興
・農業を身近に感じる体験や学習機会の拡充
・�地域資源を活かした質の高い農産物や加工品のブランド

化、流通・販売と情報発信の強化　など

③商店街のにぎわい創出
・�各種イベントや商店街の空き店舗解消を推進し、まちな

かのにぎわいの創出
・商業者が消費者とともに愛町購買運動を推進する　など

④地域の潤いにつながる交流の展開
・�文化史跡を巡るツアー、食や観光、農業体験ツアー等の

魅力ある産業観光ルートの確立
・イベントによる食を通じたまちの魅力の発信　 など
　

地域資源と産業を活かし挑戦するまち　　施策４

取組みの

指標

①道路整備と利便性の向上
・計画的な修繕による長寿命化と安全な道路網の整備 など

②快適な市街地と都市計画
・異世代が交流し、にぎわいのあるコミュニティの形成 など

③公共交通の利便性向上
・ＪＲや都市間バスと連携した公共交通の構築  など

④人が集い憩える公園・緑地の維持
・清水公園を休憩型観光の拠点として整備する  など
⑤住み続けたい住環境の整備
・民間活力を活用した住宅供給、個人住宅のリフォーム支援など

⑥移住・定住と交流
・家賃補助や住宅取得支援の実施  など

⑦安全な水道水の安定供給
・未普及地域の解消に努め、安心・安全な水の供給  など

⑧環境に優しい快適な下水道の整備
・下水道施設の長寿命化や耐震化等の適切な維持管理 など

快適で安らぎを感じられる住みよいまち　　施策５

取組みの

指標

①町民主体の住民活動
・参加したくなるような充実した町内会活動の支援  など

②広報広聴の充実による魅力の発見と情報発信
・ 住民視点からの魅力を発信する機運の醸成  など

③町民参加のまちづくりの実現
・まちづくりを自分ごととして捉えられる対話の実現 など

④多文化共生の推進
・行政情報の多言語化、外国人の窓口相談対応等の充実 など

⑤持続可能な行財政運営
・安定的な財源確保と最小の経費で最大の効果をあげる など
⑥町有財産の適正管理と利活用
・将来の人口動態等から施設の適正規模や配置等を計画する など

⑦広域行政の推進
・関係市町村と機能分担による行政サービスの向上  など

⑧新たな生活様式の実現とまちのミライ
・感染拡大防止と商店街支援等社会経済活動の両立  など

多様なつながりで協働するまち　　施策６

取組みの

清水公園清水公園

まちづくりセミナーまちづくりセミナー

清水中学校地域探検学習清水中学校地域探検学習

御影小学校農業体験御影小学校農業体験

25,771人25,771人（令和元年度数値）（令和元年度数値）

【体育館利用者人数】【体育館利用者人数】

30,600人30,600人（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

9,340人9,340人（令和元年度数値）（令和元年度数値）

【図書館・郷土史料館利用者人数】【図書館・郷土史料館利用者人数】

10,400人10,400人（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

20.0ｈａ20.0ｈａ（令和２年度数値）（令和２年度数値）

【にんにく作付面積】【にんにく作付面積】

45.0ｈａ45.0ｈａ（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

166,200人166,200人（令和２年度数値）（令和２年度数値）

【観光入込客数】【観光入込客数】

182,820人182,820人（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

1,500人1,500人（令和２年度数値）（令和２年度数値）

【買い物・銀行バス利用者数】【買い物・銀行バス利用者数】

3,000人3,000人（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

28人28人（令和元年度数値）（令和元年度数値）

【清水町への移住者数】【清水町への移住者数】

30人30人（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

71.4％71.4％（令和２年度数値）（令和２年度数値）

【町内会等加入率】【町内会等加入率】

85.0％85.0％（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓

指標なし指標なし（令和２年度）（令和２年度）

【授業や各種会議等オンライン環境整備率】【授業や各種会議等オンライン環境整備率】

100％100％（令和７年度目標値）（令和７年度目標値）
↓↓
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町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

関
心
を
持
つ
こ
と
が

計
画
を
よ
り
活
か
す
こ
と
に 総合計画審議会総合計画審議会

会長  会長  丸山 良三 丸山 良三 さんさん

　
第
６
期
総
合
計
画
の
策
定
が
手
が
け

ら
れ
始
め
た
令
和
元
年
度
に
、
担
当
課

の
皆
さ
ん
へ
「
新
た
な
計
画
は
町
が
元

気
で
明
る
い
未
来
と
な
る
計
画
に
な
っ

て
ほ
し
い
」「
手
法
と
し
て
多
く
の
町
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
お

話
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
清
水
ミ
ラ
イ
自
分
ご
と
化
会
議
」
に

は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
い
う
立
場
で
何
度

か
参
加
し
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
年

齢
層
の
方
た
ち
が
町
の
将
来
に
つ
い
て

真
剣
に
議
論
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
機
運
の
高
ま
り
を
感
じ

ま
し
た
。

　
総
合
計
画
審
議
会
で
は
、
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
計
画
の
評

価
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
意
見
を
発

言
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
計
画
を
よ
り

活
か
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
町
の
明
る

い
未
来
に
繋
が
る
と
強
く
思
い
ま
す
。

まちづくりを町民一人ひとりが
自分ごととして捉える　

清水町のミライのため
「自分には何ができるのか」を一歩踏み出して考えること

　
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
総
合

計
画
審
議
会
に
お
い
て
き
め
細
か
な
審
議
を

行
う
と
と
も
に
、
多
く
の
生
活
者
視
点
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
目
的
で
、
無
作
為
抽
出
に

よ
る
住
民
協
議
会
「
清
水
ミ
ラ
イ
自
分
ご
と

化
会
議
」
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
町
の
強
み
を
伸
ば
し
課
題
を
克
服
す
る

た
め
に
自
分
や
地
域
は
何
が
で
き
、
行
政

の
役
割
は
何
か
と
い
う
視
点
で
議
論
を
交

わ
し
た
清
水
ミ
ラ
イ
自
分
ご
と
化
会
議
。

　
「
20
の
提
案
書
」
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら

れ
た
想
い
は
、
ミ
ラ
イ
設
計
図
で
あ
る
総

合
計
画
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
様
な
町
民
と
と
も
に
創
り
上
げ
た
総

合
計
画
。
そ
の
主
軸
を
担
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
「
清
水
ミ
ラ
イ
自
分
ご

と
化
会
議
」に
求
め
ら
れ
る
次
な
る
ス
テ
ー

ジ
は
、
計
画
の
実
行
に
住
民
が
参
加
し
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
つ
く
り
上
げ
、

そ
こ
か
ら
多
く
の
住
民
に
派
生
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
８
ペ
ー
ジ
の
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も

わ
か
る
よ
う
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
町

の
強
み
や
自
慢
で
き
る
良
い
と
こ
ろ
を
感

じ
な
が
ら
、思
い
思
い
に「
ま
ち
の
ミ
ラ
イ
」

を
描
い
て
い
ま
す
。　

　
異
な
っ
た
生
活
や
職
業
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
な
ど
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
同

じ
数
だ
け
の
ミ
ラ
イ
が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
な
ど
を

越
え
て
、
自
慢
で
き
る
町
の
強
み
、
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
町
の
課
題
を
自
由

に
話
し
合
い
、「
自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き

第６期総合計画の詳細は
町ホームページを
ご覧ください ！

■町ＨＰ→まちの情報→各種計画

る
の
か
？
」
と
い
う
新
た
な
価
値
を
見
出

し
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』、
一
見
す
る
と

難
し
く
奥
が
深
い
言
葉
に
感
じ
ま
す
が
、

「
自
分
に
は・地
域
に
は
何
が
で
き
る
の
か
」

と
考
え
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
こ
と
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り
だ
と
い
う
の
な
ら
、

決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
４
月
か
ら
新
た
な
舞
台
「
第
６
期
清
水

町
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、

ま
ち
の
良
さ
に
気
づ
き
、
明
る
い
ミ
ラ
イ

を
共
に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

NEXTNEXT
 STAGE! STAGE!

集
私たちの私たちの
まちのミライ設計図まちのミライ設計図

特
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ミライの清水町は
　 こんなまちに
　 なってほしい！

町民インタビュー！
町民インタビュー！

　　　聴いてみました！
　　　聴いてみました！

「清水町の子育て支援「清水町の子育て支援
は充実していると思は充実していると思
います。小さな子どいます。小さな子ど
もたちが外でのびのもたちが外でのびの
び遊べるように、公び遊べるように、公
園の遊具が充実され園の遊具が充実され
たらうれしいです！」たらうれしいです！」

  第６期総合計画で示す基本的理念は  第６期総合計画で示す基本的理念は

「小さくても住民に満足感があり住み続「小さくても住民に満足感があり住み続

けていきたいと思えるまち」です。けていきたいと思えるまち」です。

   町民の皆さんに「なってほしいミライ   町民の皆さんに「なってほしいミライ

の清水町」について聴いてみました ！の清水町」について聴いてみました ！

多くの人に
住んでもらえる
町になって
　ほしいな！

森森
も り たも り た

田田  涼涼
す ず ねす ず ね

音音  さんさん
( 御影小 ６年）( 御影小 ６年）

アイスホッケー

の町としての

誇りと継続を

さまざまな
年齢層が

助け合える
町に

 故郷清水町に

 愛着を持って
もらえるような
  取り組みを

 これからも

 子育て世帯に

  優しい町に

 

ゴミのない
きれいな町に

藤藤
ふ じ いふ じ い

井井  翔翔
し ょ う りし ょ う り

理理  さんさん
( 清水中 ３年）( 清水中 ３年）

「不法投棄のない「不法投棄のない
きれいな町になっきれいな町になっ
てほしいです。あてほしいです。あ
と若い人が買いと若い人が買い
物できるお店が物できるお店が
増えればうれし増えればうれし
いですね。」いですね。」

元気ひろばに訪れていた元気ひろばに訪れていた

加加
か と うか と う

藤藤  友友
と も みと も み

見見  さんさん

　　 　　 蒼蒼
そ う じそ う じ

士士  ちゃんちゃん

「ショッピングがで「ショッピングがで
きるところがもっきるところがもっ
とあれば、たくさとあれば、たくさ
んの人に住んでもんの人に住んでも
らえるのかなと思らえるのかなと思
います。」います。」

樋樋
ひ ぐ ちひ ぐ ち

口口  貴貴
た か ひ ろた か ひ ろ

弘弘  さんさん
( 町商工会青年部 副部長）( 町商工会青年部 副部長）

池池
い け だい け だ

田田  菜菜
な のな の

乃乃  さんさん
( ＪＡ十勝清水町 農産課）( ＪＡ十勝清水町 農産課）

太太
お お たお お た

田田  昭昭
あ き おあ き お

夫夫  さんさん
( 書写ボランティア）( 書写ボランティア）

玉玉
た ま いた ま い

井井  美美
み わみ わ

和和  さんさん
( ＪＡ十勝清水町女性部長）( ＪＡ十勝清水町女性部長）

川川
か わ ば たか わ ば た

端端  忠忠
た だ ひ とた だ ひ と

仁仁  さんさん
((ＮＰО法人アイスホッケーＮＰО法人アイスホッケー協会）協会）

「イベントなどを通「イベントなどを通
じて、子どもたちにじて、子どもたちに
故郷清水町に愛着を故郷清水町に愛着を
持ってもらえるよう持ってもらえるよう
な取り組みをしてほな取り組みをしてほ
しいですね。それがしいですね。それが
人口減少抑制に繋が人口減少抑制に繋が
ると思います。」ると思います。」

「清水町は交通の利便「清水町は交通の利便
性がいいし住んでい性がいいし住んでい
て不便は感じていまて不便は感じていま
せんが、若い人でもせんが、若い人でも
住める低家賃の住宅住める低家賃の住宅
や助成制度があればや助成制度があれば
うれしいですね。」うれしいですね。」

「子育て世帯のサポー「子育て世帯のサポー
ト体制が確立していト体制が確立してい
て、若い人が子育てて、若い人が子育て
しながら安心して働しながら安心して働
くことができる町に。くことができる町に。
そのためには高齢者そのためには高齢者
の協力と活躍の場がの協力と活躍の場が
必要だと思います。」必要だと思います。」

「飲食店など商工業「飲食店など商工業
の活性化、農産物のの活性化、農産物の
イベント等を通じイベント等を通じ
て、町内外から多くて、町内外から多く
の人が訪れる『活気の人が訪れる『活気
のある町』になってのある町』になって
ほしいです。」ほしいです。」

「『清水町といえばア「『清水町といえばア
イスホッケー』といイスホッケー』とい
う意識の醸成と、町う意識の醸成と、町
外からホッケーをし外からホッケーをし
に来ている子どもたに来ている子どもた
ちの受入れ態勢に力ちの受入れ態勢に力
を入れてもらえたらを入れてもらえたら
うれしいですね。」うれしいですね。」

 若い人が
定住できる
環境を整えて
ほしいです !

イベント等で
元気な町に！

総合計画
に対する
　　思い

第６期総合計画の第６期総合計画の
「概要版」を現在作成中です ！「概要版」を現在作成中です ！

完成しだい町民の皆様に完成しだい町民の皆様に
お届けいたします。お届けいたします。



　
こ
の
度
の
清
水
町
長
選
挙
に
お
き
ま

　
こ
の
度
の
清
水
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
町
民
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支

し
て
、
町
民
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
す
る

援
を
賜
り
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
と
が
で
き
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

引
き
続
き
町
政
を
担
う
こ
と
と
な

　

引
き
続
き
町
政
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
あ
ら
た
め
て
課
せ
ら
れ
た
責
務
の

り
、
あ
ら
た
め
て
課
せ
ら
れ
た
責
務
の

重
大
さ
を
認
識
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

重
大
さ
を
認
識
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
多
く
の
町
民
の
方
々
か
ら

　
こ
の
間
、
多
く
の
町
民
の
方
々
か
ら

様
々
な
熱
い
思
い
を
拝
聴
し
、
そ
れ
ら

様
々
な
熱
い
思
い
を
拝
聴
し
、
そ
れ
ら

の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ

の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ

か
ら
の
町
政
に
反
映
さ
せ
多
く
の
町
民

か
ら
の
町
政
に
反
映
さ
せ
多
く
の
町
民

が
結
集
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

が
結
集
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

清
水
町
の
更
な
る
明
る
い
未
来
に
向
け

清
水
町
の
更
な
る
明
る
い
未
来
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、
平
成

　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、
平
成
2828
年年

の
大
雨
災
害
か
ら
の
復
興
を
最
優
先
と

の
大
雨
災
害
か
ら
の
復
興
を
最
優
先
と

し
、
人
口
減
少
問
題
や
高
齢
化
問
題
、

し
、
人
口
減
少
問
題
や
高
齢
化
問
題
、

少
子
化
対
策
な
ど
あ
ら
ゆ
る
諸
課
題
に

少
子
化
対
策
な
ど
あ
ら
ゆ
る
諸
課
題
に

対
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

対
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
結
果
、
当
初
町
民
の
皆
様
に

ま
し
た
。
結
果
、
当
初
町
民
の
皆
様
に

お
約
束
し
ま
し
た
公
約
に
つ
い
て
は
、

お
約
束
し
ま
し
た
公
約
に
つ
い
て
は
、

約
９
割
程
度
実
現
で
き
た
と
考
え
て
お

約
９
割
程
度
実
現
で
き
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
発
生
し
ま
し

り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
発
生
し
ま
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
ま

る
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
ま

た
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

た
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の

実
践
が
求
め
ら
れ
、
不
自
由
と
不
安
の

実
践
が
求
め
ら
れ
、
不
自
由
と
不
安
の

中
で
の
生
活
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

中
で
の
生
活
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

私
自
身
と
し
て
も
心
苦
し
い
思
い
で
あ

私
自
身
と
し
て
も
心
苦
し
い
思
い
で
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
ま
ず
、
新

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
ま
ず
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影

響
を
受
け
た
地
域
経
済
を
将
来
に
わ

響
を
受
け
た
地
域
経
済
を
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
・
維
持
で
き
る
よ
う
支
援

た
っ
て
持
続
・
維
持
で
き
る
よ
う
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
確
実
な
接
種
体

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
確
実
な
接
種
体

制
を
確
保
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

制
を
確
保
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
度
の
選
挙
に
お
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
度
の
選
挙
に
お
き

ま
し
て
は
、
次
の
３
つ
の
視
点
と
５
つ

ま
し
て
は
、
次
の
３
つ
の
視
点
と
５
つ

の
約
束
を
公
約
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

の
約
束
を
公
約
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

【
３
つ
の
視
点
】

【
３
つ
の
視
点
】

①
安
心
・
安
全

①
安
心
・
安
全

②
産
業
振
興

②
産
業
振
興

③
定
住
促
進
・
魅
力
発
信

③
定
住
促
進
・
魅
力
発
信

【
５
つ
の
約
束
】

【
５
つ
の
約
束
】

①
安
心
で
生
活
し
や
す
い
ま
ち
へ　

①
安
心
で
生
活
し
や
す
い
ま
ち
へ　

②
産
業
が
安
定
し
、
安
心
し
て
働
け
る

②
産
業
が
安
定
し
、
安
心
し
て
働
け
る

　
ま
ち
へ

　
ま
ち
へ

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を　

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を　

　
か
な
え
る
ま
ち
へ

　
か
な
え
る
ま
ち
へ

④
つ
な
が
り
と
ひ
と
の
流
れ
が
あ
る

④
つ
な
が
り
と
ひ
と
の
流
れ
が
あ
る

　
ま
ち
へ

　
ま
ち
へ

⑤
新
し
い
時
代
の
町
民
が
主
役
の　
　

⑤
新
し
い
時
代
の
町
民
が
主
役
の　
　

　
ま
ち
へ

　
ま
ち
へ

　
本
町
の
財
政
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

　
本
町
の
財
政
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
今
回
掲
げ
た

い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
今
回
掲
げ
た

公
約
の
実
現
の
た
め
、
時
代
に
即
し
た

公
約
の
実
現
の
た
め
、
時
代
に
即
し
た

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
充
実
、
十
勝
開
墾
合

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
充
実
、
十
勝
開
墾
合

資
会
社
を
設
立
し
た
渋
沢
栄
一
翁
を
縁

資
会
社
を
設
立
し
た
渋
沢
栄
一
翁
を
縁

と
し
た
関
係
人
口
づ
く
り
な
ど
の
諸
課

と
し
た
関
係
人
口
づ
く
り
な
ど
の
諸
課

題
に
対
し
、
職
員
と
と
も
に
知
恵
を
絞

題
に
対
し
、
職
員
と
と
も
に
知
恵
を
絞

り
、
町
議
会
の
皆
様
と
も
お
互
い
に
切

り
、
町
議
会
の
皆
様
と
も
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
、
清
水
町
を
新
た
な
舞
台
に

磋
琢
磨
し
、
清
水
町
を
新
た
な
舞
台
に

導
く
決
意
を
申
し
上
げ
、
２
期
目
の
町

導
く
決
意
を
申
し
上
げ
、
２
期
目
の
町

政
を
担
う
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た

政
を
担
う
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

  
清
水
町
を
新
た
な
舞
台へ
！

清
水
町
を
新
た
な
舞
台へ
！
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清水幼稚園　　清水幼稚園　　2021.2.22021.2.2

しみず保育所　しみず保育所　2021.2.32021.2.3

御影こども園　御影こども園　2021.2.32021.2.3

清水幼稚園清水幼稚園

しみず保育所しみず保育所

御影こども園御影こども園

　　２月９日、御影小学校の６年生が町内の各種文
化団体の協力を得て、日本の伝統文化を体験しま
した。
　体験した児童らは、「伝統文化に触れるのは初め
てで、とても難しかったけど、講師の方が優しく
丁寧に教えてくれたので、最後はみんなで成功す
ることができました。」と達成感が溢れる表情で話
してくれました。

伝統文化体験学伝統文化体験学習習

鬼に負けないぞ！鬼に負けないぞ！

わぁ～！わぁ～！　にげろぉ～！
　にげろぉ～！

▼剣武▼▼剣武▼

▼三味線▼▼三味線▼

▼華道▼▼華道▼
２月１６日、山本選挙管理委員長から当選証書を受け取る阿部町長２月１６日、山本選挙管理委員長から当選証書を受け取る阿部町長

（任期は令和３年２月２８日～令和７年２月（任期は令和３年２月２８日～令和７年２月２７日２７日））

～
二
期
目
の
就
任
に
あ
たって
～

～
二
期
目
の
就
任
に
あ
たって
～

２月 22 日、議場で職員に２月 22 日、議場で職員に
訓示を述べる阿部町長訓示を述べる阿部町長

1111 ShimizuShimizu   MARCH　20212021
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『最前線』からの報告『最前線』からの報告

清水消防署の　清水消防署の　
火災件数　　    13 件火災件数　　    13 件 救助出動　件数     13 件救助出動　件数     13 件
風水害出動件数風水害出動件数 ０件 ０件 救急出動　件数救急出動　件数  296 件  296 件

警戒出動件数 25 件警戒出動件数 25 件
あなたを救うあなたを救う119119

　

総
務
省
消
防
庁
が
令
和
３
年
１
月

　

総
務
省
消
防
庁
が
令
和
３
年
１
月

に
発
表
し
た
「
令
和
２
年
版
消
防

に
発
表
し
た
「
令
和
２
年
版
消
防

白
書
」
に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
元

白
書
」
に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
元

年
中
の
全
国
の
火
災
発
生
件
数
は

年
中
の
全
国
の
火
災
発
生
件
数
は

３
万
７
千
６
８
３
件
で
、
１
日
あ
た

３
万
７
千
６
８
３
件
で
、
１
日
あ
た

り
１
０
３
件
発
生
し
た
こ
と
に
な
り

り
１
０
３
件
発
生
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
す
。

　

種
別
ご
と
に
み
る
と
建
物
火
災
が

　

種
別
ご
と
に
み
る
と
建
物
火
災
が

２
万
１
千
３
件
で
火
災
全
体
の

２
万
１
千
３
件
で
火
災
全
体
の
5555
・・

７
％
を
占
め
、
放
火
を
除
く
建
物
火

７
％
を
占
め
、
放
火
を
除
く
建
物
火

災
の
う
ち
住
宅
火
災
は
１
万

災
の
う
ち
住
宅
火
災
は
１
万
5858
件
で
件
で

前
年
比
２
２
１
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

前
年
比
２
２
１
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
「
コ
ン

　

建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
「
コ
ン

ロ
」
が
第
１
位
で
、次
い
で
「
た
ば
こ
」

ロ
」
が
第
１
位
で
、次
い
で
「
た
ば
こ
」

「
放
火
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
放
火
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
火
災
に
よ
る
死
者
は

　

す
べ
て
の
火
災
に
よ
る
死
者
は

１
千
４
８
６
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

１
千
４
８
６
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

放
火
自
殺
者
な
ど
を
除
く
住
宅
火
災

放
火
自
殺
者
な
ど
を
除
く
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
は
８
９
９
人
で
前
年
比

に
よ
る
死
者
は
８
９
９
人
で
前
年
比

4747
人
減
少
し
ま
し
た
。

人
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

う
ち
う
ち
6565
歳
以
上
の
高
齢
者
は
６
６
２

歳
以
上
の
高
齢
者
は
６
６
２

人
と
人
と
7373
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
死
に
至
っ
た
経
過
別

　

住
宅
火
災
の
死
に
至
っ
た
経
過
別

に
み
る
と
、「
逃
げ
遅
れ
」
が
４
４
６

に
み
る
と
、「
逃
げ
遅
れ
」
が
４
４
６

人
（
全
体
の

人
（
全
体
の
4949・６
％
）
と
最
も
多
く
、

・６
％
）
と
最
も
多
く
、

次
い
で

次
い
で｢｢

病
気
・
身
体
不
自
由

病
気
・
身
体
不
自
由｣

｢
｣

｢

熟熟

睡睡｣｣

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
本
町
の
令
和
２
年
中
（
１
月
１
日
～

本
町
の
令
和
２
年
中
（
１
月
１
日
～

1212
月月
3131
日
）
の
火
災
発
生
件
数
は

日
）
の
火
災
発
生
件
数
は
1313
件件

で
、建
物
６
件
、車
両
３
件
、林
野
２
件
、

で
、建
物
６
件
、車
両
３
件
、林
野
２
件
、

そ
の
他
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
１
】

そ
の
他
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
１
】

　
建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
不
明
」

　
建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
不
明
」

「
火
入
れ
」「
た
ば
こ
」「
排
気
管
」「
コ

「
火
入
れ
」「
た
ば
こ
」「
排
気
管
」「
コ

ン
ロ
」「
そ
の
他
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ン
ロ
」「
そ
の
他
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
１
名
、
負
傷

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
１
名
、
負
傷

者
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

者
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
は
一
瞬
に
し
て
私
た
ち
の
生
命

　
火
災
は
一
瞬
に
し
て
私
た
ち
の
生
命

や
財
産
を
奪
う
大
変
恐
ろ
し
い
災
害
で

や
財
産
を
奪
う
大
変
恐
ろ
し
い
災
害
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
原
因
の
大
半
は
「
失

す
。
し
か
し
、
そ
の
原
因
の
大
半
は
「
失

火
」
で
す
。
油
断
や
不
注
意
か
ら
火
災

火
」
で
す
。
油
断
や
不
注
意
か
ら
火
災

は
発
生
し
て
お
り
、
未
然
に
防
止
で
き

は
発
生
し
て
お
り
、
未
然
に
防
止
で
き

る
も
の
が
多
い
の
で
す
。

る
も
の
が
多
い
の
で
す
。

　
悲
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

　
悲
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

普
段
か
ら
防
火
意
識
を
持
ち
、
細
心
の

普
段
か
ら
防
火
意
識
を
持
ち
、
細
心
の

注
意
と
気
を
配
り
、
万
が
一
出
火
し
た
場

注
意
と
気
を
配
り
、
万
が
一
出
火
し
た
場

合
も
、
通
報
・
初
期
消
火
・
避
難
の
方
法

合
も
、
通
報
・
初
期
消
火
・
避
難
の
方
法

を
事
前
に
考
え
て
お
く
こ
と
で
、
被
害

を
事
前
に
考
え
て
お
く
こ
と
で
、
被
害

の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。
火
災
を
防
ぎ
、

の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。
火
災
を
防
ぎ
、

安
心
で
明
る
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

安
心
で
明
る
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
機
関
の
行
う
人
命
救
助
と
は
、
火

　
消
防
機
関
の
行
う
人
命
救
助
と
は
、
火

災
・
交
通
事
故
・
水
難
事
故
・
自
然
災
害

災
・
交
通
事
故
・
水
難
事
故
・
自
然
災
害

や
機
械
に
よ
る
事
故
等
か
ら
、
油
圧
式
救

や
機
械
に
よ
る
事
故
等
か
ら
、
油
圧
式
救

助
器
具
等
の
資
機
材
を
用
い
て
そ
の
危
険

助
器
具
等
の
資
機
材
を
用
い
て
そ
の
危
険

　
風
水
害
出
動
と
は
、
暴
風
雨
、
大
雨

　
風
水
害
出
動
と
は
、
暴
風
雨
、
大
雨

又
は
洪
水
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た

又
は
洪
水
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
人
命
危
険
を
排
除
す
る
た
め
、

場
合
、
人
命
危
険
を
排
除
す
る
た
め
、

避
難
の
介
助
及
び
安
全
確
保
な
ど
被
害

避
難
の
介
助
及
び
安
全
確
保
な
ど
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
活
動
を
い
い
ま
す
。

の
拡
大
を
防
ぐ
活
動
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
中
の
出
動
件
数
は
０
件
で

　
令
和
２
年
中
の
出
動
件
数
は
０
件
で

し
た
。

し
た
。

【
表
１
】　
火
災
発
生
状
況

令和２年令和２年
平成 31 年

（令和元年） 比　  較

火災件数 １３件１３件 10 件 ３件
建物火災 ６件６件 ３件 ３件

全焼 ３件３件 ２件 １件
半焼 １件１件 ０件 １件

部分焼 １件１件 ０件 １件
ぼや ３件３件 １件 ２件

爆発 ０件０件 ０件 ０件
林野火災 ２件２件 ０件 ２件
車両火災 ３件３件 ４件 ▲１件

その他火災 ２件２件 ３件 ▲１件
火事騒ぎ ３件３件 ４件 ▲１件
損害額 ２，９６０万円２，９６０万円 2,626 万円 334 万円
死者 1 人1 人 １人 ０人

負傷者 ４人４人 １人 ３人

内
　
訳火 

災 

種 

別

内訳
年

全
国
の
火
災
発
生
状
況

全
国
の
火
災
発
生
状
況

清
水
町
の
火
災
発
生
状
況

清
水
町
の
火
災
発
生
状
況

救
助
出
動
件
数

救
助
出
動
件
数

風
水
害
出
動
件
数

風
水
害
出
動
件
数

を
排
除
し
、
安
全
な
場
所
に
救
助
す
る
活

を
排
除
し
、
安
全
な
場
所
に
救
助
す
る
活

動
を
い
い
ま
す
。

動
を
い
い
ま
す
。

　　

令
和
２
年
中
の
救
助
出
動
件
数
は

令
和
２
年
中
の
救
助
出
動
件
数
は
1313

件
で
、
交
通
事
故
が
８
件
、
建
物
火
災

件
で
、
交
通
事
故
が
８
件
、
建
物
火
災

以
外
１
件
、
建

以
外
１
件
、
建
物
火
災
１
件
、
水
難
事
故

物
火
災
１
件
、
水
難
事
故

１
件
、
そ
の
他
２
件
で
、
交
通
事
故
の
出

１
件
、
そ
の
他
２
件
で
、
交
通
事
故
の
出

動
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

動
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

『最前線』からの報告『最前線』からの報告

ー 令和２年１月１日 ー 令和２年１月１日 

煙式火災警報器煙式火災警報器

住宅用火災警報器の設置を推進しています住宅用火災警報器の設置を推進しています

　

警
戒
出
動
は
、
交
通
事
故
に
よ
る

　

警
戒
出
動
は
、
交
通
事
故
に
よ
る

車
両
燃
料
の
漏
洩
や
火
災
疑
い
の
通

車
両
燃
料
の
漏
洩
や
火
災
疑
い
の
通

報
な
ど
、
放
置
す
る
こ
と
で
火
災
に

報
な
ど
、
放
置
す
る
こ
と
で
火
災
に

至
る
危
険
性
が
考
え
ら
れ
、
高
速
道

至
る
危
険
性
が
考
え
ら
れ
、
高
速
道

路
上
な
ど
の
救
急
出
動
現
場
で
２
次

路
上
な
ど
の
救
急
出
動
現
場
で
２
次

災
害
の
防
止
や
救
急
隊
の
活
動
支
援

災
害
の
防
止
や
救
急
隊
の
活
動
支
援

を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
の

を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
の

危
険
を
排
除
す
る
活
動
を
い
い
ま
す
。

危
険
を
排
除
す
る
活
動
を
い
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
中
の
出
動
件
数
は

　

令
和
２
年
中
の
出
動
件
数
は
2525
件件

で
、
救
急
支
援

で
、
救
急
支
援
1111
件
、
危
険
物
漏
洩

件
、
危
険
物
漏
洩

６
件
、
そ
の
他
８
件
と
な
っ
て
い
ま

６
件
、
そ
の
他
８
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
す
。

　　
令
和
２
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は

令
和
２
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は

２
９
６
件
で
、
急
病
、
一
般
負
傷
、
交

２
９
６
件
で
、
急
病
、
一
般
負
傷
、
交

通
事
故
の
３
つ
で
全
体
の
約
７
割
を

通
事
故
の
３
つ
で
全
体
の
約
７
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
搬
送
人
員
は
２
８
７

占
め
て
い
ま
す
。
搬
送
人
員
は
２
８
７

人
で
、
前
年
よ
り

人
で
、
前
年
よ
り
5555
人
減
少
し
て
い

人
減
少
し
て
い

ま
す
。【
表
２
】

ま
す
。【
表
２
】

　

高
齢
化
が
進
み
、
出
動
件
数
は
増

　

高
齢
化
が
進
み
、
出
動
件
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
影
響
と
し
て

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
影
響
と
し
て

救
急
車
の
現
場
到
着
時
間
が
遅
れ
る

救
急
車
の
現
場
到
着
時
間
が
遅
れ
る

と
い
う
現
象
が
生
じ
て
い
ま
す
。

と
い
う
現
象
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

現
状
、
救
急
車
の
増
加
は
困
難
な

　

現
状
、
救
急
車
の
増
加
は
困
難
な

た
め
、「
救
急
車
の
適
正
な
利
用
」
と

た
め
、「
救
急
車
の
適
正
な
利
用
」
と

「
家
庭
内
で
の
事
故
防
止
」
に
ご
協
力

「
家
庭
内
で
の
事
故
防
止
」
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。

願
い
ま
す
。

事故種別 火災 交通 労働
災害

運動
競技

一般
負傷

自損
行為 急病 転院

搬送 その他 合計

令和２年令和２年 ４件４件 ２９件２９件 ９件９件 １件１件 ３５件３５件 2 件2 件 １３４件１３４件 ７６件７６件 6 件6 件 ２９６２９６件件

平成 31 年（令和元年） ３件 26 件 10 件 ３件 42 件 ０件 195 件 78 件 ４件 361 件

比　較 １件 ３件 ▲１件 ▲２件 ▲７件 ２件▲61件 ▲２件 ２件 ▲ 65 件

令和２年令和２年 ３人３人 ３３人３３人 ９人９人 １人１人 ３４人３４人 ０人０人 １３０人１３０人 ７６人７６人 １人１人 ２８７人２８７人

平成 31 年（令和元年） １人１人 28 人28 人 ９人９人 ３人３人 40 人40 人 ０人０人 185 人185 人 76 人76 人 ０人０人 342 人人

比　較 ２人２人 ５人５人 ０人０人 ▲２人▲２人 ▲６人▲６人 ０人０人▲55人▲55人 ０人０人 １人１人 ▲ 55 人▲ 55 人

出
動
件
数

搬
送
人
員

警
戒
出
動
件
数

警
戒
出
動
件
数

救
急
出
動
件
数

救
急
出
動
件
数

　

令
和
２
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
と
、
住
宅

　

令
和
２
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
と
、
住
宅

火
災
に
よ
る
出
火
原
因
は
、
①
た
ば
こ
②
ス

火
災
に
よ
る
出
火
原
因
は
、
①
た
ば
こ
②
ス

ト
ー
ブ
③
電
気
器
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ー
ブ
③
電
気
器
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
８
９
９
人
で

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
８
９
９
人
で

「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
住
宅
火
災
の
死
者
が

「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
住
宅
火
災
の
死
者
が

４
４
６
人
と
最
も
多
く
、
全
体
の

４
４
６
人
と
最
も
多
く
、
全
体
の
4949
・
６
％

・
６
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
就
寝
時
間
帯

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
就
寝
時
間
帯

の
死
者
は
３
９
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
死
者
は
３
９
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
寝
中
の
火
災
に
早
く
気
づ
き
、
逃
げ
遅

　

就
寝
中
の
火
災
に
早
く
気
づ
き
、
逃
げ
遅

れ
を
防
ぐ
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
と

れ
を
防
ぐ
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
と

て
も
有
効
で
す
。

て
も
有
効
で
す
。

　

既
存
住
宅
の
設
置
義
務
化
は
平
成

　

既
存
住
宅
の
設
置
義
務
化
は
平
成
2020
年年
66

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
住
宅

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
普
及
率
は
最
新
の
調
査
で

用
火
災
警
報
器
普
及
率
は
最
新
の
調
査
で

7979
・
２
％
で
す
。
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に

・
２
％
で
す
。
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に

も
早
急
に
設
置

も
早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う

し
ま
し
ょ
う
。。

【表２】　救急件数

　　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
寿
命
は
長

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
寿
命
は
長

いい
も
の
で
約

も
の
で
約
1010
年
。
点
検
ボ
タ
ン
や
引
き
ひ

年
。
点
検
ボ
タ
ン
や
引
き
ひ

も
を
操
作
し
て
作
動
し
な
い
場
合
や
、
音
声

も
を
操
作
し
て
作
動
し
な
い
場
合
や
、
音
声

又
は
警
報
音
が
繰
り
返
し
鳴
動
す
る
場
合
は
、

又
は
警
報
音
が
繰
り
返
し
鳴
動
す
る
場
合
は
、

電
池
又
は
本
体
の
交
換
を
行
い
正
常
に
作
動

電
池
又
は
本
体
の
交
換
を
行
い
正
常
に
作
動

す
る
よ
う
維
持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。　

す
る
よ
う
維
持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。　

●
問
い
合
わ
せ
先

●
問
い
合
わ
せ
先

　　

清
水
消
防
署

清
水
消
防
署

　

広
報
調
査
係

　

広
報
調
査
係　　

　
☎
　
☎
62�62�
‐‐
２
５
１
９

２
５
１
９

電
池
切
れ
や
故
障
に
注
意
を
！

電
池
切
れ
や
故
障
に
注
意
を
！

就
寝
中
の
火
災
が
危
険
！

就
寝
中
の
火
災
が
危
険
！

住宅火災での「逃げ住宅火災での「逃げ
遅れ」を防ぐために！遅れ」を防ぐために！

各出動統計各出動統計
～ １２月３１日 ー～ １２月３１日 ー
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書
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
書
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
各
小
中

学
校
の
書
写
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
目

的
に
２
０
０
４
年
に
発
足
し
、
現
在

26
名
が
登
録
。
今
年
度
の
活
動
は
年

間
延
べ
67
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
小
学
６

年
生
が
卒
業
制
作
と
し
て
条
幅
に
挑

戦
し
、「
七
転
八
起
」「
有
言
実
行
」

な
ど
中
学
生
と
な
る
志
を
四
文
字
熟

語
で
表
現
。
清
水
小
６
年
生
の
小
笠

原
怜
南
さ
ん
は
「
中
学
生
に
な
っ
て

も
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
た
い
と

の
意
味
を
込
め
て
『
快
刀
乱
麻
』
と

書
き
ま
し
た
。
上
手
く
書
け
た
と
思

い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
「
枚

数
を
書
く
た
び
に
伸
び
伸
び
し
た
力

強
い
文
字
に
。
子
ど
も
た
ち
の
集
中

力
に
感
心
し
ま
し
た
。」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
作
品
は
３
月
24
日
、
各
小
学
校
の

卒
業
式
で
飾
ら
れ
る
予
定
で
す
。

今月号では
広報モニター
小澤真紀子さんから
情報をいただいて
取材しました！

ほっと
  ＮＥＷＳ！

広報モニターとつくるページ！

地
域
で
学
校
を
支
援

▲書写ボランティアは教育委員会で登録しており随時募集中。　　▲書写ボランティアは教育委員会で登録しており随時募集中。　　
　登録について詳しくは、社会教育課（℡ 62-5115）まで。　登録について詳しくは、社会教育課（℡ 62-5115）まで。

▼ 1 月 29 日（御影小学校）と２月９日・17 日（清水小学校）に条幅授業を実施。▼ 1 月 29 日（御影小学校）と２月９日・17 日（清水小学校）に条幅授業を実施。
　ボランティアの皆さんは児童一人ひとりに丁寧に指導していました。　ボランティアの皆さんは児童一人ひとりに丁寧に指導していました。

御影小学校御影小学校

２月９日の条幅授業に参加したボランティアの皆さん２月９日の条幅授業に参加したボランティアの皆さん

清水小学校清水小学校

小澤さん小澤さん

石
山
橋
が
開
通
し
ま
し
た
！

石
山
橋
が
開
通
し
ま
し
た
！

　　
平
成
28
年
台
風
10
号
災
害
で
被
災
し
、

通
行
止
め
に
な
っ
て
い
た
清
水
町
南
１
条

仲
道
路
の
石
山
橋
が
、
２
月
25
日
に
開
通

し
ま
し
た
。

　　
石
山
橋
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
台

風
10
号
災
害
で
被
災
し
、通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
橋
は
全
て
開
通
し
ま
し
た
。

★

開通した橋を感慨深げに見つめる住民開通した橋を感慨深げに見つめる住民

遠
藤　

加
奈　

 

保
健
師

認
知
症
は

『
第
３
の
生
活
習
慣
病
』

健健 康康

最最
前前
線線

い
ま
す
。「
血
流
が
良
い
こ
と
」
は
脳

細
胞
に
は
と
て
も
重
要
で
、
予
防
に
は

不
可
欠
で
す
。

　　
血
流
を
良
く
す
る
秘
訣
は
、
生
活
習

慣
で
す
。

①�

食
事

：

糖
や
脂
質
、塩
分
、ア
ル
コ
ー

ル
等
を
摂
り
す
ぎ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
で
血
管
を
傷
め
な
い
。
特

に
糖
尿
病
の
人
は
脳
内
に
ゴ
ミ
を
溜

め
込
み
や
す
い
の
で
要
注
意
！

②�

運
動

：

血
管
の
拍
動
を
高
め
、
ゴ
ミ

を
排
出
す
る
こ
と
を
促
す
。
し
り
と

り
や
計
算
等
、
頭
を
使
い
な
が
ら
運

動
す
る
と
よ
り
効
果
的
。

③�

睡
眠

：

体
内
の
ゴ
ミ
を
分
別
し
、
排

出
の
準
備
を
し
て
血
流
を
良
く
す
る

時
間
。
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を

意
識
し
て
。

④�

禁
煙

：

喫
煙
・
受
動
喫
煙
は
血
管
を

傷
つ
け
、脳
細
胞
が
壊
れ
る
の
を
助
長
。

⑤�

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

：

不
安
や
ス

ト
レ
ス
は
血
流
を
悪
く
す
る
。
高
血

圧
や
う
つ
病
等
の
疾
患
を
誘
発
し
て

脳
に
ダ
メ
ー
ジ
も
。

　　
生
活
習
慣
の
改
善
は
、
発
症
の
遅
延

や
進
行
の
予
防
を
望
め
ま
す
。
あ
な
た

の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
？

　　
誰
も
が
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
認
知
症

は
、
発
症
の
25
年
前
か
ら
進
行
し
て
い

る
と
言
わ
れ
、
40
～
50
代
、
若
い
世
代

か
ら
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
病
気
で

す
。

◆
脳
の
し
く
み

　　
日
常
生
活
で
目
や
耳
か
ら
入
っ
て
く

る
情
報
は
脳
の
細
胞
で
処
理
さ
れ
ま

す
。
脳
細
胞
は
酸
素
や
栄
養
が
届
け

ら
れ
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
ゴ
ミ
（
細

胞
を
整
え
た
り
炎
症
が
起
き
た
時
に
で

る
）
が
体
外
に
き
ち
ん
と
排
出
さ
れ
る

こ
と
で
働
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
認
知
症
発
症
の
し
く
み

　　
高
血
糖
状
態
で
脳
内
に
炎
症
が
起
き

た
り
、
血
管
が
ボ
ロ
ボ
ロ
（
酸
素
や
栄

養
を
脳
に
届
け
ら
れ
ず
、
ゴ
ミ
の
排
出

し
に
く
い
状
態
）
で
流
れ
が
悪
く
な
る

と
、
脳
細
胞
は
壊
れ
て
認
知
機
能
は
低

下
し
て
い
き
ま
す
。

◆
認
知
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　　
脳
以
外
の
臓
器
の
血
管
は
、
動
脈
が

上
水
道
（
酸
素
や
栄
養
を
配
達
）、
静

脈
が
下
水
道
（
ゴ
ミ
を
排
出
）
の
役
割

を
担
い
ま
す
。

　　
一
方
で
、
脳
の
血
管
は
過
密
な
た
め
、

上
水
道
と
下
水
道
の
両
方
の
役
割
を
担

　　畔畔
く ろ きく ろ き

木木  奈々   奈々 さん (26)さん (26)
「人と人のつながりを大切に」「人と人のつながりを大切に」清水町社会福祉協議会清水町社会福祉協議会

　

大
樹
町
出
身
。
高
校
生
の
頃
、

友
達
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

自
分
が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
相

手
の
気
持
ち
を
軽
く
し
て
い
る
こ

と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
進
路
を
決

め
る
時
に
周
り
の
勧
め
も
あ
り
、

福
祉
系
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
大
学
の
恩
師
か
ら
の
「
福
祉
に

向
い
て
い
る
か
向
い
て
い
な
い
か

で
は
な
く
、
や
る
か
や
ら
な
い
か

が
重
要
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

  

日
頃
の
業
務
で
住
民
の
方
と
関

わ
る
時
に
は
、
相
手
の
ペ
ー
ス
に

合
わ
せ
て
積
極
的
な
介
入
だ
け
で

な
く
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

と
信
頼
関
係
を
結
ぶ
こ
と
も
意
識

し
て
本
音
を
聞
く
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

  

関
わ
り
が
長
く
な
り
「
弱
み
」

を
見
せ
て
く
れ
た
時
に
は
、「
自
分

に
心
を
開
い
て
く
れ
た
の
か
な
」

と
思
い
、
嬉
し
い
気
持
ち
と
同
時

に
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
の
方
・
子
ど
も
・
障
が
い

等
が
あ
り
暮
ら
し
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
方
が
「
つ
な
が
り
」
を
感

じ
な
が
ら
暮
ら
せ
る
地
域
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福祉のひろば
福祉のひろば

社会福祉士社会福祉士

きらり ★ 介護の仕事人きらり ★ 介護の仕事人

やった～！
やった～！



17 16学習情報　ゆう・える学習情報　ゆう・える 学習情報　ゆう・える学習情報　ゆう・える●「ゆう・える」とは
「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・　 裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。

「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習）　  のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。

学 習 情 報

ゆ う

え る

冬～厳しさに生きる 人の中で 共に磨く

図書館だより

あなたの作品を図書館で
展示しませんか？

　図書館入口のエントランスホールで作品
を展示してみませんか？１か月間と開催期
間が長く、展示を見に町外からも足を運び
やすいと好評です。
　図書館は子どもから大人まで訪れる場所
なので、幅広い年代の方に作品を見ていた
だくチャンスです。個人でも団体でもご利
用いただけます。詳しくは図書館までご相
談ください。

新着図書からピックアップ

『きのうのオレンジ』
　　　　　 藤岡陽子著 / 集英社

　病気になった時に心の支えと
なるものは何でしょうか？音
楽、本、家族など人それぞれか
もしれません。

　15 歳の時、冬山で弟を庇い凍傷を負った主
人公。33 歳で胃がん宣告を受け、思い悩む中、

「俺を助けてくれたお前は強いよ。」との弟の
言葉と共にあるものを受け取ります。それは、
彼の心に希望を灯して…。
　穏やかな人柄の主人公とまわりの人々との
交流が心暖まる物語です。

『江戸染まぬ』　　　　青山文平著／文藝春愁
『賢者の棘』  　　　　　麻見和史著／講談社
『探偵は友人ではない』　川澄浩平著／東京創元社
『夜明けのすべて』　　瀬尾まいこ著／水鈴社
『白日』　　　　　　  月村了衛著／ KADOKAWA
『復習の協奏曲（コンチェルト）』

中山七里著／講談社
『階段にパレット』　　　東直子著／ポプラ社
『他人の悩みはひとごと、自分の悩みはおお
ごと。』　　　　　　　　幡野広志著／幻冬舎

【トピックス  Topics!】
● 中央公民館講座「チャレンジクラブ」●● 中央公民館講座「チャレンジクラブ」●

スケート学習ができる喜びと感謝の気持ち
　  スケートリンク造成会や保護者、先生方の協力
で、リンクの造成や維持・管理をしていただきまし
た。子どもたちのスケート学習をはじめ、放課後や
土・日曜日には保護者や地域の皆様など、たくさん
の方に利用されていました。      
今年も降雪が遅く、リンク
造成には大変苦労されてい
ました。子どもたちは、北
海道・十勝ならではの冬季
スポーツ・スケートが上手
になり、楽しさを実感して
いました。
　また、多くの人たちのお
かげで、スケートができる
ことの喜びと感謝の気持ち
をもって滑走していました。

　中央公民館講座では小学生を対象に遊びや活動
を通じ、豊かな心を持つ元気な子どもの育成を図
るため、「チャレンジクラブ」を実施しています。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響から
前期はおうちでチャレンジクラブ、後期は感染症
対策を取りながら活動をしました。
　後期の活動は、木の実や葉っぱを使ったカレン
ダー作り、かんじき体験やそりを作ってのそり遊
びを行いました。
　予定していた活動の全てを実施することはでき
ませんでしたが、各団体にご協力いただき元気に
活動することができました。
　令和３年度も楽しい企画を予定していますので、
多くのお子さんの参加をお待ちしております！

毎月 １９ 日はしみず読
ど く

書
し ょ

の日

御影小学校６年生御影小学校６年生
「小学校最後のスケート学習」「小学校最後のスケート学習」

御影小学校 3 年生御影小学校 3 年生
「風の強い中でのスケート記録会」「風の強い中でのスケート記録会」

　
町
中
央
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
の
観
点

に
立
ち
、
高
齢
者
の
生
き
甲
斐
あ
る
人
生
観

の
確
立
と
学
習
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
「
し

み
ず
学
園
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
１
６
２
名
の
学
園
生
が
在
籍
し
て
お

り
、
毎
月
１
回
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、

午
前
中
に
は
学
習
会
、
午
後
か
ら
は
ク
ラ
ブ

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
９
月
か
ら
の
開
講
と
な
り
、
ク
ラ

ブ
活
動
は
10
月
の
１
度
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、
９
月
に
は
嶺
野
侑
さ
ん

に
よ
る
講
演
「
渋
沢
栄
一
と
山
田
範
三
郎
が

も
た
ら
し
た
も
の
」、
10
月
に
は
「
春
風
亭
小

柳
落
語
会
」、
11
月
に
は
帯
広
浪
曲
学
校
に
よ

る
公
演
「
浪
曲
を
楽
し
も
う
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
２
月
に
は
株
式
会
社
明
治
に
よ
る
「
十

勝
の
チ
ー
ズ
を
知
る
」
と
題
し
て
、
チ
ー
ズ

の
歴
史
や
世
界
が
認
め
る
十
勝
の
チ
ー
ズ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
修
学
旅
行
や
管
内
バ
ス
学

習
も
予
定
し
て
お
り
、
３
月
に
は
ク
ラ
ブ
活

動
で
の
作
品
展
示
や
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

　

学
園
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
月
に
一
度
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
」「
お
友

達
と
会
っ
て
お
話
し
す
る
の
が
楽
し
い
」「
お

弁
当
が
楽
し
み
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
希
望
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
し
み
ず
学
園
で

お
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日にち 学習予定 講師等（敬称略）

４/２０ 開講式 町政講演 町長　阿部一男

５/１８ 清水町と日甜の歴史 ビート資料館長

６/２２ 腸について ヤクルト社員

７/２０ 神田日勝について 神田日勝美術館職員

８/１７ 落語を楽しもう 未定

９/１６～

９/１７
修学旅行（網走方面）

引率
社会教育課職員

１０/１９ 折り紙を楽しもう
折り紙サークル
パピロフレンズ

１１/１６ 社会見学
引率
社会教育課職員

１２/２１ 生乳について 株式会社明治社員

１/１８ 漫才で笑顔に！ 漫才説法　シミーズ

２/１５ 認知症について 保健福祉課職員

３/８ 修了式　　教育講演 教育指導幹

【令和３年度学習会予定】

※日程や学習内容、講師は変更となる場合があります。

■ 10 月学習会■「春風亭小柳落語会」■ 10 月学習会■「春風亭小柳落語会」
　たくさん笑った学習会になりました！　たくさん笑った学習会になりました！

■２月学習会■「十勝のチーズを知る」■２月学習会■「十勝のチーズを知る」
　世界が認める十勝のチーズについて勉強しました！　世界が認める十勝のチーズについて勉強しました！

■クラブ活動■「いけ花クラブ」■クラブ活動■「いけ花クラブ」
　手芸やダンスなど 11 のクラブに分かれ活動します。　手芸やダンスなど 11 のクラブに分かれ活動します。

学園生を募集します！学園生を募集します！
●期間　４月～翌年３月（年 12 回）●期間　４月～翌年３月（年 12 回）
●時間　９時～ 14 時 30 分●時間　９時～ 14 時 30 分
●対象　60 歳以上の町民●対象　60 歳以上の町民
●会場　文化センター●会場　文化センター
●会費　前期２千円、後期３千円●会費　前期２千円、後期３千円
●クラブ活動●クラブ活動
　歌謡、手芸、　歌謡、手芸、フラダンスフラダンス、絵手紙、、絵手紙、パソコンパソコン
　映画鑑賞、いけ花、書道、社交ダンス　映画鑑賞、いけ花、書道、社交ダンス
　※新型コロナウイルスの影響によりクラブ活　※新型コロナウイルスの影響によりクラブ活
　　動の開始時期が遅れる可能性があります。　　動の開始時期が遅れる可能性があります。
●令和３年度開講式　４月 20 日（火）●令和３年度開講式　４月 20 日（火）
●お申し込みは文化センター（●お申し込みは文化センター（☎ 62-5115）まで☎ 62-5115）まで

し
み
ず
学
園

し
み
ず
学
園

　
　
　
　

    

～
明
る
く
！
楽
し
く
♪
学
び
の
場
～

～
明
る
く
！
楽
し
く
♪
学
び
の
場
～

９月「女性団体連絡協議会とディスコンにチャレンジ」９月「女性団体連絡協議会とディスコンにチャレンジ」
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「ＨＥＬＬＯ ＢＡＢＹ」は、６か月から２歳
くらいの赤ちゃんを掲載しています。希望さ
れる方は広報広聴係までお気軽にどうぞ。
写真はメールでも受け付けています！
mail:koho1@town.shimizu.hokkaido.jp

　　　 元気に大きくなってね！

磯　
目　

 　
碧

ち
ゃ
ん

　もりもり食べてニコニコ元気に
　大きくなってね！ 　　　　　　　　

森　

 　
　
美　
月 

ち
ゃ
ん

あ
お

み　
つ　
き

　
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
第
15
巻
に
「
永

田
信
平
氏
及
宮
沢
藤
五
郎
氏
談
話
」
と

し
て
『
熊
牛
部
落
と
渋
沢
子
爵
』
と
い

う
文
章
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
略
歴
は
不
明
で
す
が
、
伝
記

資
料
編
さ
ん
委
員
で
あ
る
石
川
正
義
と

い
う
人
が
、
昭
和
12
年
８
月
に
熊
牛
を

訪
れ
、
十
勝
開
墾
会
社
の
創
成
か
ら
昭

和
９
年
の
解
散
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

当
時
の
関
係
者
か
ら
聴
取
し
た
と
き
の

記
録
で
す
。

　
そ
の
中
で
寿じ

ゅ
こ
う
じ

光
寺
（
熊
牛
）
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
「
青せ

い
え
ん
ざ
ん

淵
山
」
の
扁へ

ん
が
く額

に
関
す
る

興
味
深
い
話
を
聞
き
取
っ
て
い
ま
す
。

　
「
子
爵
は
自
分
の
名
を
寺
山
に
つ
け
る

の
は
少
し
気
が
す
す
ま
ぬ
様
な
こ
と
を

言
わ
れ
て
中
々
引
き
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
子
爵
が
88
才
の
時

吉
田
農
場
長
が
上
京
の
折
、
子
爵
邸
で

寺
も
建
ち
ま
し
た
か
ら
ど
う
か
御ご

き
ご
う

揮
毫

を
た
の
み
ま
す
と
云
ふ
と
、
子
爵
は
案

・
文
責　
草
野 

和
好

  （
十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
）

清
水
歴
史
探
訪

清
水
歴
史
探
訪

［
十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会

［
十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
］
監
修

］
監
修

      『『
渋
沢
栄
一
と
清
水
町

渋
沢
栄
一
と
清
水
町    

』』

⑥
　「
青
淵
山
」
の
揮
毫
に
関
す
る
逸
話

⑥
　「
青
淵
山
」
の
揮
毫
に
関
す
る
逸
話   【６】  【６】

外
機
嫌
よ
く
引
き
受

け
ら
れ
て
此こ

ち
ら
よ

り
送
っ
た
絹
の
布
地

に
『
青
淵
山
』
と
書

か
れ
、
渋
沢
栄
一
と

本
名
を
誌し

る

さ
れ
ま
し

た
が
雅
号
・
年
月
日
・

本
名
を
同
じ
も
の
に

書
か
れ
た
も
の
は
数

多
い
子
爵
の
揮
毫
中

に
も
余
り
他
に
な
い
と
の
事
で
す
。」

　
「
此こ

れ
を
此こ

ち
ら
よ
り
送
っ
た
杉
板
に
東

京
で
彫
っ
て
貰
っ
て
墨
を
入
れ
て
寺
の
前

額
に
掲
げ
ま
し
た
。
こ
ん
な
小
さ
な
部
落

で
こ
ん
な
立
派
な
寺
と
額
を
も
っ
て
い
る

の
は
す
べ
て
子
爵
の
お
蔭
で
す
。
で
す
か

ら
今
で
も
こ
の
昔
の
農
場
は
渋
沢
農
場
と

し
て
、皆
の
頭
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。」

　
談
話
の
中
で
は
「
こ
の
書
は
子
爵
の
絶

筆
に
な
ら
れ
た
」
と
の
記
載
も
あ
り
ま
す

が
、
遺い

ぼ
く墨
を
集
め
た
伝
記
資
料
別
巻
９

に
は
昭
和
６
年
元
旦
に
書
か
れ
た
漢
詩

「
九
十
二
齢
神
気
新
」
の
書
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
栄
一
が
亡
く
な
る
年
の
も
の
で
、

明
治
後
期
頃
か
ら
の
栄
一
は
毎
年
元
旦
に

は
、
心
に
感
じ
る
思
い
を
漢
詩
に
託
し
て

い
ま
し
た
。

寿光寺に掲げられている渋沢栄一揮毫の扁額寿光寺に掲げられている渋沢栄一揮毫の扁額

　 

誕 

生

竹
中　
耀て

っ
た大　

ち
や
ん
（
良
典 

／ 

早
織
）

髙
橋　
空そ

ら蒼　
ち
や
ん
（
俊
輔 

／ 

亜
弥
）

佐
藤　
澪み

つ
き月　

ち
や
ん
（
則
幸 

／ 

唯
）

　 

哀 

悼

青 

沼    

博  

さ
ん　　
西
清
水

皆 

川  

ト 

キ  

さ
ん　　
西
都

村 

山  

マ 

ツ  

さ
ん　　
下
佐
幌
３

上 

野  

武 

雄  

さ
ん　　
熊
牛
更
生

短 

歌

干
し
芋
に
故
郷
の
味
の
充
た
さ
れ
り

　

阿
武
隈
山
地
裾
に
育
ち
て　
　

  　
　
　

 

宗
像
三
郎

降
る
雪
は
天
の
恵
と
心
し
て　

　

老
い
の
リ
ハ
ビ
リ
の
日
課
と
せ
む
か　

   

田
村
徳
子

遠
き
日
の
投
稿
仲
間
の
健
詠
な
り

　

紙
上
に
見
つ
け
う
れ
し
懐
か
し　
　

    

森
山
ヤ
ヨ
イ

こ
の
年
は
姿
を
見
せ
ぬ
小
鳥
た
ち

　

ひ
と
冬
を
吊
る
す
「
脂
身
ネ
ッ
ト
」       

大
石　

尚

集
う
な
か
御
節
料
理
の
彩

い
ろ
ど
りも

   

齢
重
ね
し
身
の
は
や
に
満
腹                 

藤
原
静
子

コ
ロ
ナ
禍
は
皆
を
窮
状
に
お
い
こ
み
し　

　

治
ま
る
日
は
い
つ
手
を
合
せ
お
り   　

   

村
谷
三
恵

嫁
ぐ
日
に
行
く
な
と
泣
き
し
弟
は　

　
「
九
ち
ゃ
ん
」
似
で
す
星
と
し
光
る   　

橋
本
佳
代
子

猛
吹
雪
の
朝
も
朝
食
賄
ふ
と　

　

十
五
Ｋ
の
園
に
通
ひ
に
し
日
日
よ   　

  

坂
下
洋
子

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

★
清
水
高
校
が
総
合
学
科
で
あ

る
こ
と
、
５
つ
の
系
列
に
分
か

れ
て
学
ん
で
い
る
こ
と
が
表
記

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
わ

か
り
づ
ら
か
っ
た
。
前
段
で
紹

介
す
る
と
良
か
っ
た
の
で
は
。

地
域
と
密
着
し
て
様
々
な
活
動

を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

★
コ
ロ
ナ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
検
証
、

興
味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

再
度
、感
染
対
策
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

★
大
き
な
原
因
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
感
染
予
防
が
不
十
分

だ
っ
た
と
い
う
結
論
。
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
今
回
の
よ
う
な

ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

★
ゆ
う
え
る
に
図
書
館
だ
よ
り

は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
体
育

館
だ
よ
り
」
の
掲
載
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
。

★
歴
史
探
訪
、
特
別
な
ご
馳
走

で
は
な
く
暮
ら
し
て
い
る
人
と

同
じ
も
の
を
食
べ
、
同
じ
目
線

で
理
解
し
よ
う
と
し
た
渋
沢
栄

一
の
人
間
性
が
わ
か
る
素
敵
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と
思
っ
た
。

★
町
長
日
記
の
ス
ロ
ウ
フ
ー
ド

の
宇
宙
日
本
食
の
ハ
ン
バ
ー
グ

が
気
に
な
っ
た
。
い
つ
か
詳
し

く
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

★
特
集
、
清
水
高
校
生
の
皆
さ

ん
が
主
体
的
に
頑
張
っ
て
い
る

様
子
が
よ
く
理
解
で
き
た
。
そ

れ
を
支
え
て
い
る
先
生
方
の
指

導
力
の
高
さ
が
素
晴
ら
し
い
。

★
作
成
に
あ
た
り
広
報
担
当
者

の
応
援
体
制
も
見
事
。
後
輩
を
育

て
る
快
感
を
味
わ
っ
た
の
で
は
。

★
学
校
で
の
講
演
が
き
っ
か
け

で
高
校
生
に
記
事
作
成
を
依
頼

し
た
流
れ
も
紹
介
し
て
あ
り
、
わ

か
り
や
す
か
っ
た
。
ま
た
内
容
も

一
般
的
な
科
目
の
学
習
で
は
な

く
総
合
的
な
学
習
だ
っ
た
の
も

良
か
っ
た
。
生
徒
が
作
成
に
か
か

わ
る
こ
と
で
、
広
報
紙
の
見
方
も

変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

★
全
ペ
ー
ジ
、
テ
ー
マ
も
文
章

も
写
真
も
素
晴
ら
し
い
し
、
わ

か
り
や
す
い
文
章
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
高
校
生
ら
し
い

若
い
文
章
も
新
鮮
で
良
か
っ
た
。

★
作
り
手
の
高
校
生
の
「
あ
と

が
き
」
も
読
ん
で
み
た
か
っ
た
。

★
高
校
生
の
は
つ
ら
つ
と
し
た

様
子
が
紙
面
を
通
し
て
伝
わ
っ

て
き
た
。 広

報
モ
ニ
タ
ー

広
報
モ
ニ
タ
ー

　 

結 

婚

三 

上 

洋 

平 

さ
ん
♡
鈴
木 

あ
き
な 

さ
ん

松 

田 

亮 

太 

さ
ん
♡
西
田 

千
佳
那 

さ
ん

  電話予約により

休日に住民票などを

受け取ることができます

■受け取りできるもの

  住民票、印鑑登録証明書、戸籍

の附票

■電話予約受付

　  月～金曜日（閉庁日を除く）　

　８時４５分～１７時３０分

■予約先　町民生活課（TEL62-1151）
　　　　　　　　　 御影支所（TEL63-2111）



3/16 ～ 4/153/16 ～ 4/15

あ

が

と

き

役場＝清水町役場　　文セ＝文化センター　　御支＝御影支所　　保セ＝保健福祉センター　　図書＝図書館
ハモ＝ハーモニープラザ　　町体＝清水町体育館　　アリ＝アイスアリーナ　　改善＝改善センター
消防＝清水消防署　　し保＝しみず保育所　　御こ＝御影こども園　　幼稚＝幼稚園
清小＝清水小学校　　御小＝御影小学校　　清中＝清水中学校　　御中＝御影中学校

人口  9,279 人（-11）人口  9,279 人（-11）
男　　4,583 人（-8）　 女　 4,696 人（-3）男　　4,583 人（-8）　 女　 4,696 人（-3）
世帯数　　4,721（-5）世帯数　　4,721（-5）
令和３年２月末現在  （　　）は前月比令和３年２月末現在  （　　）は前月比
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２
月
28
日
か
ら
町
長
２
期
目

の
ス
タ
ー
ト
を
前
に
、
２
月
22

日
に
職
員
に
訓
示
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
２
月
24
日
か
ら
は
、

新
た
に
毎
朝
、各
課
を
回
り
「
お

は
よ
う
」
の
挨
拶
を
し
て
い
る
。

　
町
民
か
ら
役
場
職
員
は
活
気

が
な
い
、
挨
拶
や
対
応
が
良
く

な
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
か
ら
だ
。

　
３
月
３
日
は
、
５
回
目
と
な

り
、
職
員
の
反
応
も
少
し
ず
つ

良
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
…
で

も
、
ま
だ
ま
だ
！

　
た
か
が
挨
拶
、さ
れ
ど
挨
拶
！

　
お
互
い
自
ら
進
ん
で
気
持
ち

の
い
い
挨
拶
を
し
た
い
も
の
だ
。

　
　
（
３
月
３
日
の
日
記
よ
り
）

町  

長  

の  

日  

記

町
長
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

町
長
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
阿
部
一
男
」
で
検
索
！

「
阿
部
一
男
」
で
検
索
！

3/16 火

17 水

18 木
■運転免許更新時講習
　 （文セ優良 13 時 30 分、一般 14 時 30 分、
　　違反 16 時）

19 金

20 土

21 日 ■チャレンジ・ザ・ゲーム講習会（文セ 10 時）
22 月
23 火
24 水 ■清水・御影小学校卒業式
25 木
26 金
27 土 ■おはなし会（図書 11 時 30 分）
28 日
29 月
30 火

31 水

4/1 木
■エントランスホール展「山名万里写真展
至高の角度 モータースポーツのすゝ め」～
28 日まで（図書 10 時）

2 金
3 土
4 日
5 月
6 火
7 水

8 木
■清水・御影小学校入学式
■清水・御影中学校入学式
■町民と町長のふれあいトーク（役場 9 時）

9 金
10 土
11 日
12 月
13 火
14 水

15 木
■運転免許更新時講習
　 （文セ優良 13 時 30 分、一般 14 時 30 分、
　　違反 16 時）

■
第
６
期
総
合
計
画
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
住
民
協
議
会
等
、
町

民
の
声
を
反
映
し
た
本
計

画
。
こ
れ
か
ら
も
「
住
み

続
け
て
い
き
た
い
町
」
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

■
北
海
道
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
広
報
し
み
ず
「
令
和

２
年
３
月
号
」
が
町
村
の

部
で
入
選
し
ま
し
た
！『
渋

沢
栄
一
翁
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
』
の
特
集
号
で
、
作

成
に
あ
た
り
熊
牛
地
域
の

方
々
や
郷
土
史
研
究
会
等

の
皆
様
に
取
材
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
れ
を
励
み
に
、

今
後
も
わ
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

 （
下
保
、
中
澤
）

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、行事が中止・延期になる可能性がありますので、ご了承願います。

高齢者保健福祉計画・介護保険高齢者保健福祉計画・介護保険
事業計画策定委員会が第８期同事業計画策定委員会が第８期同
計画について町へ答申計画について町へ答申
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- アイスホッケーの体験も！-
御影こども園の園児たちがアイ
スアリーナで氷上遊び

2/5

- アマビエのぬり絵で健康祈願 -- アマビエのぬり絵で健康祈願 -
町内在住の生本美恵子さんが手づ町内在住の生本美恵子さんが手づ
くりのぬり絵を図書館に寄贈くりのぬり絵を図書館に寄贈

2/15

じょうほう瓦版
じょうほう瓦版

- 色とりどりの花がお出迎え - エ- 色とりどりの花がお出迎え - エ
ントランスホール展で「村上俊彦ントランスホール展で「村上俊彦
油彩画展 花・花・花」を開催油彩画展 花・花・花」を開催

2/1

「チーズレシピ考案「チーズレシピ考案コンテスト」を開催　！コンテスト」を開催　！

    ２月 19 日、清水町産のチーズが引き立つオリジナル料理のレシピを発掘する２月 19 日、清水町産のチーズが引き立つオリジナル料理のレシピを発掘する
「チーズレシピ考案コンテスト」( 十勝毎日新聞社主催）が文化センターで開催「チーズレシピ考案コンテスト」( 十勝毎日新聞社主催）が文化センターで開催
されました。応募総数 49 件から１次選考を経た５品を、阿部町長、氷見ＪＡ十されました。応募総数 49 件から１次選考を経た５品を、阿部町長、氷見ＪＡ十
勝清水組合長、残間商工会長、あすなろファーミングの村上代表取締役、キサ勝清水組合長、残間商工会長、あすなろファーミングの村上代表取締役、キサ
ラファームの齋藤代表取締役によって審査が行われました。ラファームの齋藤代表取締役によって審査が行われました。

　最優秀賞に輝いたのは、町内在住　最優秀賞に輝いたのは、町内在住
の大塚友美さんが考案した「十勝清の大塚友美さんが考案した「十勝清
水牛肉巻きごはん」。十勝産小豆や水牛肉巻きごはん」。十勝産小豆や
チーズ、野菜を、もち米を使ったごチーズ、野菜を、もち米を使ったご
飯と牛肩ロース肉で巻き、清水産の飯と牛肩ロース肉で巻き、清水産の
にんにくが香るタレをからめた一品。　にんにくが香るタレをからめた一品。　
　審査員から「チーズとごはん、牛　審査員から「チーズとごはん、牛
肉のバランスがとても良く美味し肉のバランスがとても良く美味し
かった。また野菜も多く取り入れてかった。また野菜も多く取り入れて
いる点も良い。」と評価されていまいる点も良い。」と評価されていま
した。今後、町内の飲食店で提供さした。今後、町内の飲食店で提供さ
れる予定です。れる予定です。

幻想的なアイスキャンドルと幻想的なアイスキャンドルと
ハート型イルミネーションにハート型イルミネーションに
心もほっこり ！心もほっこり ！

清水絵手紙ななかまどの会が清水絵手紙ななかまどの会が
「四季折々の絵手紙展」を文化「四季折々の絵手紙展」を文化
センセンターで開催ターで開催

2/16

- コロナ対策に - 帯広地方法人- コロナ対策に - 帯広地方法人
会清水地区会が町内病院５施設会清水地区会が町内病院５施設
に加湿空気清浄機を寄贈に加湿空気清浄機を寄贈

2/26

生み出せ ！ 十勝・清水の新たなソウルフード生み出せ ！ 十勝・清水の新たなソウルフード

  ２月 13 日、アイスキャンドルの点灯２月 13 日、アイスキャンドルの点灯
が御影多目的公園で行われました。が御影多目的公園で行われました。
　昨年から同公園に設置されていた　昨年から同公園に設置されていた
イルミネーションにハート型も追加さイルミネーションにハート型も追加さ
れ、訪れた町民は「かわいい！」と歓れ、訪れた町民は「かわいい！」と歓
声を上げ写真を撮影していました。声を上げ写真を撮影していました。

　　　　　　　　　　  ★最優秀賞　レシピ★★最優秀賞　レシピ★

　【十勝清水牛肉巻きごはん】　【十勝清水牛肉巻きごはん】

生本さん生本さん

写真：清水赤十字病院への寄贈写真：清水赤十字病院への寄贈

キレイ！キレイ！

【町商工会御影地区振興委員会 主催】【町商工会御影地区振興委員会 主催】

梶 会長梶 会長藤城院長藤城院長 真野委員長真野委員長

令和２年３月号「渋沢栄一翁ゆかりの地として」令和２年３月号「渋沢栄一翁ゆかりの地として」

※町ホームページからご覧になれます ！※町ホームページからご覧になれます ！

ぬり絵は図書館で配布しています！ぬり絵は図書館で配布しています！

おはよう！
おはよう！
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４
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習
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・
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４
６
８
号

学
習
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ゆ
う
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え
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４
６
８
号

●
発
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北
海
道
清
水
町　
●
編
集　
企
画
課
広
報
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係　

●
発
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北
海
道
清
水
町　
●
編
集　
企
画
課
広
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広
聴
係　
☎
０
１
５
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（

☎
０
１
５
６
（
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）
２
１
１
４

）
２
１
１
４

●
発
行
・
編
集　
清
水
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
発
行
・
編
集　
清
水
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
５
６
（

☎
０
１
５
６
（
6262
）
５
１
１
５

）
５
１
１
５

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
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と
て
も
う
れ
し
い
。
地
方
で
の
も
の
づ

く
り
が
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
、
商
品
づ
く
り
に
自

信
が
持
て
ま
し
た
。
受
賞
の
反
響
が
大

き
く
販
路
拡
大
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
に
ん
に
く
生
産
者
の

努
力
と
、
協
力
企
業
、
そ
し
て
多
く
の

皆
さ
ん
の
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
で
明
る
い
希
望
の
光
に
な

「
お
客
様
に
美
味
し
い
と

「
お
客
様
に
美
味
し
い
と

  

喜
ん
で
も
ら
え
る
商
品
づ
く
り
を
」

喜
ん
で
も
ら
え
る
商
品
づ
く
り
を
」

ま
で
の
道
の
り
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
室
で
は
日
々
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
、「
毎

月
試
作
品
の
ア
イ
デ
ア
を
職
員
全
員

で
持
ち
寄
り
な
が
ら
、
意
見
を
出
し

合
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
『
美
味

し
い
！
』
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

が
一
番
の
励
み
。
そ
し
て
商
品
か
ら

『
十
勝
清
水
町
』
の
名
前
を
全
国
に

広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。」
と
今
後
の
意
気
込
み
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町

な
ら
で
は
の
安
全
安
心
で
美

味
し
い
商
品
に
期
待
し
ま
す
！

にんにくパウダーをかりんとにんにくパウダーをかりんと
うにまぶし、カリカリした食うにまぶし、カリカリした食
感とにんにく風味がやみつき感とにんにく風味がやみつき
になるとかリット。町内ではになるとかリット。町内では
清水地区セイコーマート、清清水地区セイコーマート、清
水ドライブイン等で販売。水ドライブイン等で販売。

り
ま
し
た
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
か
リ
ッ
ト
は
２
０
１
９
年
に

「
に
ん
に
く
旨
塩
」
を
発
売
後
、

翌
年
に
「
海
老
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
味
」「
焦

が
し
に
ん
に
く
醤
油
味
」
を
発
売
し
、

現
在
で
は
年
間
約
６
万
パ
ッ
ク
を
販

売
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
女
性
が
カ
バ

ン
に
入
れ
て
持
ち
歩
い
て
も
恥
ず
か

し
く
な
い
オ
シ
ャ
レ
な
デ
ザ
イ
ン
に

心
掛
け
た
そ
う
で
す
。

商
品
開
発
に
至
っ
た
経
緯

を
伺
う
と
、「
２
０
１
９

年
に
本
町
は
『
に
ん
に
く
の
産

地
化
宣
言
』
を
行
い
、『
十
勝
清

水
に
ん
に
く
』
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
に
ん

に
く
工
場
で
加
工
さ
れ
た
パ
ウ

ダ
ー
を
使
い
商
品
が
作
れ
な
い

か
と
取
り
組
ん
だ
の
が
き
っ
か

け
で
、
完
成
ま
で
半
年
程
度
か
か
り

ま
し
た
。
試
作
当
初
は
、
に
ん
に
く

の
味
が
強
す
ぎ
て
少
し
添
加
量
を
変

え
る
だ
け
で
強
烈
な
味
に
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
味
を
調
え
る
添
加
量
の

調
整
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。」
と
今

　  　  ＪＡ十勝清水町 企画室ＪＡ十勝清水町 企画室  

渡渡
わ た な べわ た な べ

辺辺  一一
か ず おか ず お

生生さんさん  

今
年
１
月
、
Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町

の
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
「
と
か
リ

ッ
ト
」（
に
ん
に
く
旨
塩
）
が
、
農

林
水
産
省
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
フ

ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
ア

ワ
ー
ド
２
０
２
０
」
で
、
１
０
１
９

点
の
応
募
の
中
か
ら
最
高
位
の
受
賞

10
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
全
国
各
地
の

産
品
を
、
大
手
百
貨
店
や
外

食
産
業
等
の
ト
ッ
プ
10
名
が
自
社
で

販
売
し
た
い
産
品
で
あ
る
か
を
評
価

し
『
受
賞
』
各
１
点
を
選
定
す
る
も

の
で
、
と
か
リ
ッ
ト
は
老
舗
ス
ー
パ

ー
で
あ
る
紀
ノ
国
屋
に
「
安
全
安
心

な
食
材
か
ら
商
品
を
作
る
試
み
に
共

感
す
る
」
と
絶
賛
さ
れ
受
賞
。

同
Ｊ
Ａ
企
画
室
で
、
と
か
リ
ッ

ト
の
開
発
に
携
わ
っ
た
渡
辺

さ
ん
は
「
ま
さ
か
最
高
位
の
10
品
に

選
ば
れ
る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、

ＪＡ十勝清水町企画室職員の皆さんＪＡ十勝清水町企画室職員の皆さん

企画室　企画室　白白
はくはく

  佳佳
かしょうかしょう

召召さんさん 渡辺渡辺さんさん

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０
で

Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町
の
「
と
か
リ
ッ
ト
」
が
最
高
位
の
10
品
に
選
定


